
第一次的高速道路ネットワーク形成に向けての

政策提言

第一次的高速道路ネットワークの早期連結を目指す９県知事会議

・「地域主権の確立」に向けて
・国民全体の｢公平性」を重視した事業評価



第一次的高速道路ネットワークとは、国の骨格を形成するために
最も早く整備されるべき、基幹的な高速道路ネットワークである。

しかし、われわれ９県の高速道路整備は後回しにされてきた結果、
いまだに第一次的高速道路ネットワークに欠落箇所が存在し、様々
な不公平を強いられ、都市部との格差が広がり、地域は疲弊して
いる。

次世代に向けて「地域主権」を進め、地域が自立・発展するた
めにも、また、国民全体の「公平性」の観点からも、この欠落箇
所を一刻も早く連結することが必要であると考え、ここに政策提言を
行う。

平成２１年１１月１９日

第一次的高速道路ネットワークの早期連結を目指す
９県知事会議

※第一次的高速道路ネットワーク
・高規格幹線道路のうち、第二東名･新名神･大都市の環状道路を除く。
・高規格幹線道路網の欠落箇所をつなぐ地域高規格道路(三陸北縦貫自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道、阿南安芸自動車道)を含む。

－１－



※ 平成21年5月末現在(鳥取県作成)

高速道路ネットワークの欠落箇所

【全国】
供用中
未供用

凡例

山形県

福井県
鳥取県島根県

和歌山県

徳島県
高知県

宮崎県

愛媛県
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第１次的高速道路ネットワーク整備率
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香川

第一次的高速道路ネットワークの整備率

愛 媛

徳 島

福 井
山 形
島 根
和歌山
鳥 取

宮 崎
高 知

高速道路整備の
順番を

待たされている
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全 国 の 高 速 道 路 の １ キ ロ あ た り 事 業 費

第一次的高速道路ネットワークの欠落箇所は低コスト
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９県平均 東京外環道

高速道路１kmあたり事業費
（単位:億円）

９県の高速道路のコストは
最大路線の約１／１７

９県平均
４８億円

最大値
801億円

４８億円９県平均

４８３億円圏央道(金沢～戸塚）３

５０２億円東京外環道(三郷～高谷)２

８０１億円東京外環道(関越～東名)１

１kmあたり事業費路線名順位

第一次的高速道路ネットワークの欠落箇所に集中投資すれば
短期間で整備が可能！

第一次的高速道路ネットワークの欠落箇所に集中投資すれば
短期間で整備が可能！

－４－



「地域主権」の確立に向けて、次の７つの観点から、
第一次的高速道路ネットワークの欠落箇所の連結を、
国策の第一順位として国が責任を持って取り組むこと。

「地域主権」の確立に向けて、次の７つの観点から、
第一次的高速道路ネットワークの欠落箇所の連結を、
国策の第一順位として国が責任を持って取り組むこと。

①企業立地の推進①企業立地の推進

②広域観光の実現②広域観光の実現

③地域の産業活性化③地域の産業活性化

④「命の格差」解消④「命の格差」解消

⑥「東アジア共同体」の構築⑥「東アジア共同体」の構築

⑤災害から国民を守る⑤災害から国民を守る

⑦渋滞解消・地球温暖化対策⑦渋滞解消・地球温暖化対策

政策提言（１）

－５－



●高速道路の空白地となっている地方は衰退が顕著！●高速道路の空白地となっている地方は衰退が顕著！
～和歌山県～～和歌山県～ ●九州における自動車関連企業の立地の地域差は歴然！●九州における自動車関連企業の立地の地域差は歴然！

●鳥取自動車道の開通を見越して企業進出が活発化！●鳥取自動車道の開通を見越して企業進出が活発化！
～鳥取県～～鳥取県～

●企業進出は高速道路●企業進出は高速道路
沿線を中心に進む傾向沿線を中心に進む傾向

① 企業立地の推進

過去７年間に鳥取県内に進出した企業

山 陰 道
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作東工業団地（５社）

久米産業団地（８社）

真庭産業団地（７社）

新勝央工業団地（２９社）

中国自動車道
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高速道路の開通を
見越して

鳥取自動車道沿線の
企業進出が活発化

整備の遅れている
山陰道沿線は

企業進出が進まない

高速道路沿線の工業団地には
多くの企業が立地

立地規模
：50件
：20件
：10件

大分県
１２１件

福岡県
３５９件

製造品出荷額等（平成１８年度）
⇒ 福岡県 ： ８．２兆円

大分県 ： ３．９兆円
宮崎県 ： １．３兆円

ＩＣ付近の立地が
圧倒的に多い

高速道路インターからの距離別立地件数

高速道路ネットワークが
整備されている

九州北部に
企業立地が集中

－６－

宮崎県
６８件

疲弊した地方の雇用･経済の立て直しに高速道路整備は不可欠!

●安定した物流ルート構築●安定した物流ルート構築
で企業立地促進～福井県～で企業立地促進～福井県～

中部縦貫自動車道

中部縦貫自動車道

奥越

現在の主な

ルート

名古屋

関西へ

北
陸
自
動
車
道

新ルート

約3時間30分 約2時間

1時間30分短縮

分譲済み

52％

未分譲

48％

奥越地域

大野市では、中部縦貫道の未整備を理

由に企業立地を断念したｹｰｽが5件発生

福井坂井 ： ９４％

丹南 ： ８９％

嶺南 ： ８５％

奥越奥越 ：： ５２％５２％

＜県内地域別産業用地分譲率＞
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48％分譲済み

52％

未分譲

48％

奥越地域

大野市では、中部縦貫道の未整備を理

由に企業立地を断念したｹｰｽが5件発生

福井坂井 ： ９４％

丹南 ： ８９％

嶺南 ： ８５％

奥越奥越 ：： ５２％５２％

＜県内地域別産業用地分譲率＞

高速道路空白地

人口減少率の

ワースト4県（H12-17）

１位 秋田県
２位 和歌山県
３位 青森県
４位 島根県

県税減少率の

ワースト4県（H12-17）

１位 高知県
２位 島根県
３位 和歌山県
４位 鳥取県

企業立地や経済の活性化など地方の将来のチャンス
を保障するものとして高速道路は不可欠



鳥取県

京都府

兵庫県
8585 宮津市

豊岡市

鳥取市

214214

267267

鳥取豊岡宮津自動車道

●ジオパークなど豊かな観光資源を活かした●ジオパークなど豊かな観光資源を活かした
広域観光ネットワークを構築広域観光ネットワークを構築 ~~鳥取県鳥取県~~

② 広域観光の実現 『観光立国』推進のためには高速道路ネットワーク形成が重要！

鳥取砂丘

天橋立

宮津市

鳥取市

観光入込客数
(Ｈ19:万人)

観光客入込動態調査より

観光入込客数
(Ｈ19:万人)

観光客入込動態調査より

豊岡市

城崎温泉

高速ネットワークの

空白地帯

松山市

四万十市

高知市

安芸市

阿南市

徳島市

高松市
松山～四万十～高知 間
現 在：370分

（110分短縮）

連結後：260分

安芸～阿南～徳島 間

現 在：220分

（90分短縮）

連結後：130分

にし阿波観光圏

四万十・足摺観光圏

宇和海海中公園宇和海海中公園

南楽園南楽園

●魅力溢れる観光圏を結ぶ広域観光ネットワークを構築●魅力溢れる観光圏を結ぶ広域観光ネットワークを構築
~~高知県・愛媛県・徳島県高知県・愛媛県・徳島県~~

桂浜桂浜 モネの庭モネの庭

道後温泉道後温泉

足摺岬足摺岬

鳴門の渦潮鳴門の渦潮

かずら橋かずら橋

四万十川四万十川

阿波踊り阿波踊り

湯田川温泉地区

鶴岡地区

羽黒地区

酒田地区
鳥海温泉郷

庄内町地区

滞在促進地区

象潟地区
飛島地区

あつみ温泉地区

粟島地区

湯田川温泉地区

鶴岡地区

羽黒地区

酒田地区
鳥海温泉郷

庄内町地区

滞在促進地区

象潟地区
飛島地区

あつみ温泉地区

粟島地区

湯田川温泉地区

鶴岡地区

羽黒地区

酒田地区
鳥海温泉郷鳥海温泉郷

庄内町地区

滞在促進地区

象潟地区
飛島地区

あつみ温泉地区

粟島地区粟島地区

えちごせきかわ温泉郷

湯野浜温泉地区

瀬波温泉地区

日本海の神秘的な 夕日と粟島体験

南部エリア

北部エリア

鳥海山トレッキング と飛島 わくわく体験

ミシュラン・グ リーンガイ ド・ジャポ ン 2009

羽黒山 ★★

ミシュラン・グ リーンガイ ド・ジャポ ン 2009

酒田 ★

米アカデミー賞外国語映画賞

「おく りびと」の舞台・山形県庄内

出羽富士・鳥海山

食の都庄内親善大使

中部エリア

食の都 庄内と出羽三山精神文化
日本海の夕日

由良温泉地区

えちごせきかわ温泉郷

湯野浜温泉地区

瀬波温泉地区瀬波温泉地区

日本海の神秘的な 夕日と粟島体験

南部エリア

北部エリア

鳥海山トレッキング と飛島 わくわく体験

ミシュラン・グ リーンガイ ド・ジャポ ン 2009

羽黒山 ★★

ミシュラン・グ リーンガイ ド・ジャポ ン 2009

酒田 ★

米アカデミー賞外国語映画賞

「おく りびと」の舞台・山形県庄内

出羽富士・鳥海山出羽富士・鳥海山

食の都庄内親善大使食の都庄内親善大使

中部エリア

食の都 庄内と出羽三山精神文化
日本海の夕日日本海の夕日

由良温泉地区

●日本海きらきら
羽 越 観 光 圏

～日本海、山の神々、舟運、
食を通じたおもてなし～

~~山形県山形県~~
山形県が持つ観光資源を十

分に活かし、さらに隣接する地
域と連携することで新たな広
域観光ルートを生み出す。
すでにある素材（観光資源）

を活かすにはツール（高速道
路）が必要不可欠である。

観光コンテンツ充実

宿泊魅力の向上 等

－７－

●世界遺産を始めとする豊かな観光資源を●世界遺産を始めとする豊かな観光資源を
活かした広域観光ネットワークを構築活かした広域観光ネットワークを構築

~~和歌山県和歌山県~~
京都

奈良

伊勢

名古屋

大阪
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観光客は年々増加！

観光客数（白浜温泉＋串本）

0

平成19年11月

みなべ～田辺間開通

資料：和歌山県観光客動態調査報告書

(千人） 夏期（７・８月）観光客数（白浜温泉＋串本）
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観光客は年々増加！

観光客数（白浜温泉＋串本）

0

平成19年11月

みなべ～田辺間開通

資料：和歌山県観光客動態調査報告書

(千人） 夏期（７・８月）観光客数（白浜温泉＋串本）

熊野三山地域外国人宿泊客数の推移

0
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40,00 0

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

（
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）

世界遺産登録

Ｈ１６年７月

外国人宿泊客数が

２．４倍に増加！
橋杭岩

白良浜

那智の滝

熊野速玉大社 熊野本宮大社

高野山

熊野

古道

紀伊半島一周高速道路により
ミッシングリンクを解消



●国際標準コンテナ通行支障区間を解消●国際標準コンテナ通行支障区間を解消
～島根県～～島根県～

●農水産物の付加価値アップ●農水産物の付加価値アップ
～宮崎県～～宮崎県～

③ 地域の産業活性化 高速道路整備は地域間競争を勝ち抜くうえでのスタートライン！

●山陰道ルート
・距離：110km
・時間：1時間40分

●浜田道・中国道・国道５４号ルート
・距離：200km
・時間：3時間10分

距離は１．６倍

時間は１． 9倍
浜田港浜田港

島根県浜田～松江間

区間は浜田IC～松江玉造IC菅の所要時間

山陰道は時速70k m/Hとして算出
－８－

東九州道

東九州道の開通で、築地･京阪神
などに市場が拡大!

福岡･熊本など九州内３市場のみ

⇒ 計１７市場に拡大！

整備前

整備前

東九州
道

運送業者が
直接集荷

運送業者

営業所まで

漁協関係者

が輸送

整
備
前

50 59 66
143 160

251
1 44 152

488
42 1 347

439 454
371

4 46
518
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水
揚
げ
量
（
ｔ

）

538
480

413

582
61 4 622

590

670
米良～宮河内

←開通前 開通後 →

約１．２倍
（H16／H12）

約１．２倍
（H16／H12）

まあじ類

さば類

まあじ類

さば類

大分ブランド｢津あじ･津さば｣の水揚量増加

豊予海峡に 面してい る津久見港で

水揚げされたアジ・サバは、太く味

がよい ことから「津あじ」・「 津さば 」

と称しブランド 化を図っており、 高度

な鮮度管理に よる高品質なアジ・サ

バの出荷を行ってい る。

宅野トンネル

国際標準コンテナ国際標準コンテナ通行支障通行支障トンネルトンネル
国道９号に６箇所存在

●時間短縮効果による市場の拡大●時間短縮効果による市場の拡大 ⇒⇒ 地方の特産品を全国へ地方の特産品を全国へ ～徳島県・愛媛県・高知県～～徳島県・愛媛県・高知県～

国際標準コンテナ通行不能区間を解消【整備後】市場圏域の拡大、大都市圏
への安定した食糧供給が可能に
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H12 H13 H14 H15 H16
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大
阪
市
場

東
京
市
場

大洲北只ＩＣ～西予
宇和ＩＣの開通で
出荷量が約３倍に!

資料：東京中央卸売市場統計情報、大阪中央卸売市場統計情報

かつお水揚
げ四国一の
深浦漁港か
ら大都市圏
へ翌日出荷
可能に

ミッシング
リンク平成１６年４月

開通

深浦漁港

土佐清水

東京、関西圏へ

なす

清水さばかつお

みかん

■８の字の延伸で増加する都会への出荷量

ミッシング
リンク

キンメダイ

九州地方へ

中国地方へ

徳島県

高松自動車道

四国横断
自動車道

阿南安芸

自動車道

神戸淡路鳴門

自動車道

徳島自動車道

アワビ

伊勢エビ

なると金時 すだち

ハモ

阿波尾鶏

ゆず

近畿圏
品質・価格の安定

都市の消費者

◆徳島県産農林水産物の流通状況（大阪中央卸売市場他）

生産地域の拡大

地方の生産者

88%

68%

56%

40%
53%

28%

99%

42%

31%

99%

83%

41%

34%

43%

0% 25% 50% 75% 100%

すだち

れんこん

カリフラワー

生しいたけ

さつまいも

ゆず

ハモ

地鶏 京都市場 大阪市場

京都
大阪市場で

シェア
第１位！

※地鶏は全国シェ ア

26%
（阿波尾鶏 ）

（なると金時）



●石見地域の命の道●石見地域の命の道
～島根県～～島根県～

●三次緊急医療機関への到達圏域が拡大し救命率が向上
～高知県～

●高速道路整備により救命率が大幅上昇●高速道路整備により救命率が大幅上昇
～愛媛県～～愛媛県～

④「命の格差」解消

９０分圏域

３０分圏域

９０分圏域

３０分圏域

【現道利用による搬送範囲】 【高規格幹線道路整備後の搬送範囲】

愛南町消防本部

愛南町消防本部

３次救急医療施設：宇和島市立病院３次救急医療施設：宇和島市立病院

３次救急医療施設：愛媛県立中央病院 ３次救急医療施設：愛媛県立中央病院

［現道利用による搬送範囲］ ［高速道路整備後の搬送範囲］

愛南町から、最短の三次救急医
療施設（市立宇和島病院）へは約
１時間。高速道路が整備されれば
30分以下に短縮。

90%

50%以下

死亡率
大幅ダウン

多量出血の場合の
死亡率

高知東部自動車道の整備により
圏域人口が約３．２万人増加高知南国道路の整備により、

救急医療６０分圏域が拡大、
圏域人口が２万人増加

高知南国道路
南国安芸道路

高知南国道路の整備により、
救急医療６０分圏域が拡大、
圏域人口が２万人増加

高知南国道路
南国安芸道路

南国安芸道路の整

備により圏域人口

が1.2万人増加

625 ,291

645 ,639

657 ,377

600,000

610,000

620,000

630,000

640,000

650,000

660,000

整備前 高知東部

自動車道

整備後

約2万人増

約1.2万人増

高知南国

道路

整備後

■60分カバー圏域人口の推移
■渋滞のなか対向車線

を走る救急車
(国道55号安芸市)

益田市から出雲市内の救
急病院へ、大量出血の患
者さん等を救急搬送する
際に、天候に左右されな
い確実で安定的な交通手
段が必要です。山陰道は、
損得の便益で測りえない、
生命尊厳の遵守に欠くこ
とのできない「命の道」と
言えます。
（益田地域医療センター

医師会病院 看護師）

●奥越地域の救急医療機関へのアクセス向上●奥越地域の救急医療機関へのアクセス向上 ～福井県～～福井県～
奥越地域

福井県立病院

大野市（旧和泉村）

北
陸
自
動
車
道

勝山市

大野市

158

41 6

第三次救急医療施設

東
海
北
陸
自
動
車
道

出産可能な医療機関 ゼロ

２８分短縮

整備後 約39分

現 況 約67分

２８分短縮

整備後 約39分整備後 約39分

現 況 約67分現 況 約67分

旧和泉村～県立病院まで

８分短縮

整備後 約30分

現 況 約38分

８分短縮

整備後 約30分整備後 約30分

現 況 約38分現 況 約38分

大野市～県立病院まで

１３分短縮

整備後 約25分

現 況 約38分

１３分短縮

整備後 約25分整備後 約25分

現 況 約38分現 況 約38分

勝山市～県立病院まで

中部縦貫自動車道

※１：国土交通省資料

※２：国土交通省資料

※３：福井県土木部試算

福井市

救急医療の空白地域を高速道路ネットワークでカバー！

－９－

●山形県最上●山形県最上地域地域における救命効果における救命効果
～山形県～～山形県～

高速道路、地域高規格道

路計画区間沿線地域の時

間短縮効果が大きい

高速道路、地域高規格道

路計画区間沿線地域の時

間短縮効果が大きい

新庄ＩＣ鶴岡ＪＣＴ

山形Ｊ ＣＴ

県立中央病院

最上地域においては、高速道路ネット
ワークの整備による搬送時間短縮により
約3,200人がその恩恵を受けられる。

高速道路網の
整備が進むと･･･

整備中

供用中

搬送時間が短縮される区域

救急医療施設

消防署

搬送時間が短縮される区域

救急医療施設

消防署

拡大



●中部圏・近畿圏における大規模地震が発生時の●中部圏・近畿圏における大規模地震が発生時の
東西日本を結ぶネットワークを提供東西日本を結ぶネットワークを提供 ~~福井県福井県~~

⑤ 災害から国民を守る 国民の安全･安心のために、高速道路ネットワークは重要！

●リダンダンシーの確保●リダンダンシーの確保 ~~山形県山形県~~

平成18年7月に鶴岡市小岩川で
発生した土砂災害により、国道7
号が約42時間にわたり全面通行
止めになりました。
規制時には大きな迂回を強いられ
たばかりでなく、県民生活に経済
損失等の甚大な影響がありました。

山形道

日本海

中条

朝日

温海

鶴岡JCT

山形JC T

米南道

鶴岡

山形

日本海

新潟県

山形県

中央道

南陽荒川

通常時

迂回時

通常時
L=47Km
T=49分

迂回時
L=252Km

T=4時間19分

差
L=205Km

T=3時間30分

●日本海側の大動脈寸断で多額の経済損失！●日本海側の大動脈寸断で多額の経済損失！
~~島根県島根県~~

迂回路迂回路
時間時間110110分、距離分、距離90km90km

（回）

７ヶ年平均 ３４回／年

0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

まあじ さば まいか するめいか

通常時 災害時

鮮度のいい魚を県外市場
に出荷できないため、
魚価が半値以下に下落

通行止め時の魚価

通行止め３５時間の迂回・

渋滞による経済損失額＝

推計約６千万円
通常時（現国道９号）通常時（現国道９号）
時間時間7070分・距離分・距離50km50km

国道9号 法面崩落
通行止め３５時間

片側通行79日間

国道９号年間通行止め回数

平成１８年７月豪雨災害時

●●

●安全・安心の確保、孤立解消のため、通行止めが多発する地域●安全・安心の確保、孤立解消のため、通行止めが多発する地域
にはには信頼性の高い代替路が必要信頼性の高い代替路が必要 ~~高高知県・徳島県・和歌山県知県・徳島県・和歌山県~~

■豪雨による山手崩壊
（国道55号 東洋町）

■台風による冠水
（国道55号 美波町）

■越波による被災状況
（国道55号 奈半利町）

■土砂崩壊で通行止とな った国道55号

（H10.5）

・ H10の災害では、通行止めが５７時間に及び、透析患者が土砂を

さけながら２０分かけて歩いた。

・ きちんとした医療が受けられる丈夫な道の必要性を痛感した。

【看護師の声】

■通行止めによる孤立の解消
・ １本しかない幹線道路が寸断され、集落だけでなく圏域全体が孤立する！

安芸市大山岬での土砂崩壊

×津波による寸断

が想定される地域

■脆弱で１本しかない海岸線の
幹線道路では、通行止めが多発！

－10－

■台風の高波による越波
（国道55号 室戸市）

「東南海・南海地震」発生時の津波により幹線道路が寸断



●東アジアの玄関口を高速道路ネットワークで連結！●東アジアの玄関口を高速道路ネットワークで連結！ ～鳥取県～鳥取県外外～～

●南予地域から宇和島港へ直結する高速道路を！●南予地域から宇和島港へ直結する高速道路を！
～愛媛県～～愛媛県～

●国際コンテナを取扱う重要港湾を●国際コンテナを取扱う重要港湾を
高速道路ネットワークで連結！高速道路ネットワークで連結！ ～宮崎県～～宮崎県～

油津港

細島港

×

×

×

×

油津港

細島港

国際コンテナを取り扱う
重要港湾への

高速道路ネットワークが
未整備！！

高速道路が整備されれば
さらに需要は拡大！！

⑥「東アジア共同体」の実現に向けて

韓国(釜山)や台湾などを経由して世界と交易

南予地域の輸出入品運搬は
国道56号に依存

愛媛県全体

輸入 1,090,263百万円
（440,815百万円、40%）

※（ ）内は、アジア地域との輸出入額、構成比

境港

ウラジオストク

釜山

大連

青島

上海

東海

米子空港

ソウル
酒田港

交易拡
大

境港における定期コンテナ貨物量

6258
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10429
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11299
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コンテナ取扱貨物は
９年前の２．４倍！交流拡大

山口市

広島市

岡山市

松江市

島根県

岡山県

兵庫県

京都府

大阪府

神戸市 大阪市

京都市

広島県

山口県

鳥取市

高松市

境港
米子空港

鳥取港

定期貨客船航路
韓国・ロシア航路

定期コンテナ航路
中国・韓国・ロシア航路

定期空路
ソウル便

ＤＢＳクルーズフェリー
（境港-東海-ウラジオストク）

２００９年６月就航

東アジアの玄関口となる港湾･空港を
高速道路ネットワークで連結！

－11－

輸出 750,084百万円
（423,173百万円、56%）

新居浜港
輸出 340,068百万円
輸入 512,550百万円

新居浜港
輸出 340,068百万円
輸入 512,550百万円

宇和島港
輸出 6,436百万円
輸入2,071百万円

宇和島港
輸出 6,436百万円
輸入2,071百万円

松山港
輸出122,595百万円
輸入 46,495百万円

松山港
輸出122,595百万円
輸入 46,495百万円

今治港
輸出 271,216百万円
輸入 412,275百万円

今治港
輸出 271,216百万円
輸入 412,275百万円 三島川之江港

輸出 9,770百万円
輸入 116,873百万円

三島川之江港
輸出 9,770百万円
輸入 116,873百万円

安定した輸送経路の確保が必要



⑦ 渋滞解消・地球温暖化対策 温室効果ガス25％削減目標達成に向けて！

●全体旅行速度上昇で地球温暖化対策に貢献～福井県～●全体旅行速度上昇で地球温暖化対策に貢献～福井県～

●高速道路は地球温暖化対策に貢献●高速道路は地球温暖化対策に貢献 ～愛媛県～～愛媛県～

供用前
供用後

■宇和島道路側道部の渋滞

これは・・・

※スギやヒノキの樹齢10～20年の育成林の場合
森林1haあたり年間約11.3t-CO2吸収

※東京ドームの面積：約4.7ha

の面積の森林が吸収する
二酸化炭素の量に相当

１年間で東京ドーム約65個分
年間約3,470tのCO2削減効果

四国西南地域の高速道路が整備されれば

渋滞解消！
＋

温暖化対策

1 58

158416

157中部縦貫自動車道

（永平寺大野道路）

国道416号・157号

国道158号

福井
市街

大野
市街中部縦貫自動車道

平行する国道

国道416号・157号・158号

1 581 58

158158416416

157157中部縦貫自動車道

（永平寺大野道路）

国道416号・157号

国道158号

福井
市街

大野
市街中部縦貫自動車道

平行する国道

国道416号・157号・158号

中部縦貫自動車道

平行する国道

国道416号・157号・158号
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開通前 開通後
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出
量
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24
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--10.4%10.4%減減

中部縦貫自動車道開通後の
CO2排出量の変化 （試算）

10.3
11.5
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12

16

開通前 開通後

CO
2排

出
量
(t-
CO

2/
24
h)

--10.4%10.4%減減

中部縦貫自動車道開通後の
CO2排出量の変化 （試算）

－12－

渋滞の解消は
環境にもやさしい♪

全体旅行速度２０km/h上昇で、
全体のCO2排出量が

約10．4％減少



① 地域の実情を無視し、全国一律の尺度で評価。
② 交通量の多い道路ほど、より高い便益。

●従来の事業評価の問題点

便益(B)
・走行時間短縮便益
・走行費用減少便益
・交通事故減少便益

費用(Ｃ)
・事業費
・維持管理費÷

費用対効果
(Ｂ／Ｃ)＝

「効率性」のみを追求した事業評価

一人ひとりの生命を大切にする「友愛社会｣を目指すために、
その地域に暮らす国民一人ひとりにとって真に必要な道路とは、
交通量の大小には無関係である。

「効率性」だけでなく、国民全体の「公平性」も重視したうえで、
地域の実情に応じて、道路の必要性を判断するべきである。

地域の実情に応じ、国民全体の「公平性」を重視した事
業評価を行い、真に必要な第一次的高速道路ネットワーク
を、最優先に整備すること。

地域の実情に応じ、国民全体の「公平性」を重視した事
業評価を行い、真に必要な第一次的高速道路ネットワーク
を、最優先に整備すること。

政策提言（２）

－13－



① 地域の実情に応じた多様な便益を反映した事業評価① 地域の実情に応じた多様な便益を反映した事業評価

③ 国民一人ひとりの目線で見た事業評価③ 国民一人ひとりの目線で見た事業評価

② 自動車に頼らざるを得ない地域の実情を考慮した事業評価② 自動車に頼らざるを得ない地域の実情を考慮した事業評価

従来の３便益

・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

地域の実情に応じた多様な便益
・救急救命率向上

・災害時の代替ルート確保
・日常生活の活動機会の増加
・経済効果による所得増加

・観光･交流の促進効果 など

＋

道路全体で見た事業評価
(効率性)

道路の利用者一人ひとりにとっての
事業効果(公平性)

バランスをとりながら
評価

９県平均 東京
旅客輸送機関分担率(府県内)

自動車への依存度によって便益に重み付け

平成19年旅客流動調査

日常生活を自動車に頼らざるを得ない地方部において、
道路の恩恵は計り知れないものがある。

算出される便益

＋

－14－



山形県知事 吉村美栄子
福井県知事 西川一誠
和歌山県知事 仁坂吉伸
鳥取県知事 平井伸治
島根県知事 溝口善兵衛
徳島県知事 飯泉嘉門
愛媛県知事 加戸守行
高知県知事 尾﨑正直
宮崎県知事 東国原英夫

第一次的高速道路ネットワークの早期連結を目指す９県知事会議


